
受賞件名受賞者

変化する社会ニーズを捉え、
スマートバス停で活気ある
社会づくりと持続可能な
公共交通の維持確保へ

株
式
会
社
Y
E 

D
I
G
I
T
A
L

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
に
よ
る
顧
客
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

価
値
共
創
で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。ス

マ
ー
ト
バ
ス
停
は
、バ
ス
事
業
者
が
長
年
抱
え
る

課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

以
降
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
、電
源
の
な

い
場
所
へ
設
置
で
き
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
展
開
。

今
後
と
も
、全
国
各
地
の
お
客
様
に
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
事
業
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社 YE DIGITAL

製品・
技術開発部門

（左上）筒井 瑞希・（中上）野依 元彦・（右上）植山 崇

（左下）堤 徹平・（中下）・川上 布裕子・（右下）中川 亨

（右） リーダー 工藤 行雄

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒802-0003 
福岡県北九州市小倉北区
米町二丁目1番21号
TEL 093-522-1010
https://www.ye-digital.com
玉井 裕治
1978年2月1日
705百万円（2023年3月1日現在）
連結640名
IoTソリューション、ビジネス
ソリューション、サービスビ
ジネス
西鉄エム・テック株式会社
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バ
ス
業
界
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」や「
脱
低
炭
素
化
社
会
」、「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」、「
高
齢
者
の
免
許
返
納
問
題
」

な
ど
の
社
会
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
マ
イ

カ
ー
を
持
っ
て
い
な
い
人
た
ち
に
も「
移
動
の
自

由
が
担
保
」さ
れ
る
社
会
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
、公
共
交
通
の
維
持
発
展
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
バ
ス
業
界
は
、事
業
収
益
性
の

低
下
や
労
働
力
不
足
に
喘
い
で
お
り
、深
夜
作
業

（
ダ
イ
ヤ
改
正
の
都
度
、最
新
の「
運
行
時
刻
表
」

「
系
統
図
」「
運
賃
表
」の
掲
示
）を
中
心
と
し
た
バ

ス
停
の
運
営
維
持
に
対
す
る
バ
ス
事
業
者
の
負

担
は
、人
的
資
源
の
面
で
も
金
銭
の
面
で
も
非
常

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
作
業
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
顧
客

の
ニ
ー
ズ
を
解
決
す
る
た
め
に
L
P
W
A
や

I
o
T
と
い
っ
た
最
新
I
C
T
技
術
を
活
用
し

た
全
く
新
し
い
概
念
の
バ
ス
停
で
あ
る
ス
マ
ー

ト
バ
ス
停
を
開
発
し
た
。

I
o
T
に
よ
り
新
た
な
共
創

ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

全
国
に
53
万
基
存
在
す
る
バ
ス
停
の
８
割
以

上
が
オ
フ
グ
リ
ッ
ト
環
境
に
あ
り
、電
源
供
給

が
困
難
で
あ
る
た
め
、バ
ス
掲
示
物
を
受
信
可

能
な
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
は
こ
れ
ま
で
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、バ
ス
停
は
屋
外
に
あ

り
、温
度
、台
風
、大
雨
、湿
気
、虫
混
入
な
ど
、

I
C
T
機
器
の
屋
外
利
用
な
ら
で
は
の
考
慮

が
必
要
で
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、バ
ス
事
業
者

と
連
携
し
２
年
間
の
実
証
実
験
を
経
て
、本

格
的
な
製
品
開
発
に
着
手
し
た
。開
発
に
当

た
っ
て
は
バ
ス
事
業
者
の
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
を

シ
ス
テ
ム
に
凝
縮
し
て
実
用
性
を
担
保
し
つ

つ
、「
コ
ン
カ
レ
ン
ト
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」

を
採
用
し
バ
ス
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き

４
機
種
の
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り
そ
ろ

え
る
な
ど
開
発
効
率
化
を
実
現
。

ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
は
2
0
2
0
年
1
月
か

ら
本
格
販
売
を
開
始
。I
o
T
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ス
接
近
情
報
の
表
示
や

多
言
語
対
応
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
対

応
、バ
ス
以
外
の
路
面
電
車
や
航
空
情
報
を

統
合
し
た
M
a
a
S
対
応
、災
害
情
報
の
発

信
等
、従
来
の
紙
で
は
で
き
な
か
っ
た
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、福
岡
県

を
皮
切
り
に
全
国
で
１８
道
県
１
６
８
基（
２
０

２
３
年
３
月
現
在
）の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、国
内
に
は
2
5
0
m
〜
5
0
0
m

間
隔
で
約
53
万
箇
所
の
バ
ス
停
が
存
在
し
て

お
り
、そ
の
メ
ッ
シ
ュ
の
細
か
さ
や
立
地
条

件
を
生
か
し
て
、バ
ス
停
を
街
の
情
報
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
社
会
実
装
を
進
め
る
た

め
、オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
立
ち
上
げ
、自
動
販
売
機
一
体
型
や
観

光
情
報
を
発
信
す
る
ス
マ
ー
ト
バ
ス
停
を
開

発
し
、新
た
な
事
業
共
創
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。

全国のバス事業者が抱える問題、バス停の時刻表を張り替える業務は、
マンパワーを掛けての深夜一斉作業となっており業務負担が大きい。

【鉄道】西日本鉄道様 地域交通の「リ・デザイン」
他分野（エネルギー、病院、学校）
北九州市立病院機構様

より一層、公共交通利用へ誘導するための取組みや、
交通業界を魅力的な産業への変革が必要！
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受賞件名受賞者

ナノテクノロジーとウイルスの
糖鎖結合性を利用し、生きた

ウイルスを濃縮するこれまでにない
高感度なPCR検査を開発！！

株
式
会
社
ス
デ
ィ
ッ
ク
ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

糖
鎖
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
の

高
感
度
で
偽
陽
性
の
な
い
高
精
度
検
査
法
の
開
発

栄
え
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、感
謝
・
感
激
し
て

お
り
ま
す
。

糖
鎖
ナ
ノ
テ
ク
で
、唾
液
を
用
い
た「
高
感
度

で
痛
く
な
い
」ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
法
を
開

発
し
、更
に
病
状
を
的
確
に
診
断
す
る
擬
陽
性
判

定
が
な
い
高
精
度
検
査
法
を
完
成
で
き
ま
し
た
。

早
期
治
療
・
復
帰
を
可
能
と
す
る
本
検
査
法
の

メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
還
元
す
る
べ

く
、今
後
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
致
し
ま
す
。

受賞者メッセージ会社概要

株式会社スディックスバイオテック

製品・
技術開発部門

（左上）隅田 早百合・（中左）隅田 純史・（中右） リーダー 隅田 泰生

（右上）有馬 えり子・（左下）・東 智子・（右下）澤山 颯

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒890-0065 
鹿児島県鹿児島市郡元
１-２１-４０
鹿児島大学 VBL内
0798-47-6612
https://www.sudxbiotec.jp/
隅田 泰生
2006年9月21日
90百万円
11名
検査キットの製造販売、検査
用機器の販売、受託実験
鹿児島県
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複
数
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た

高
感
度
検
査
の
必
要
性

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群（
S
A
R
S
）、豚
由

来
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
(以
下
F
l
u
と
略
）、新
型

コ
ロ
ナ（
C
O
V
I
D
-1
9
）な
ど
、ウ
イ
ル
ス

性
の
呼
吸
器
系
疾
患
は
近
年
地
球
規
模
で
頻
発

し
て
お
り
、複
数
の
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
期
に
は
例

え
ば
C
O
V
I
D
-1
9
と
F
l
u
の
検
査
を
、

同
時
ま
た
は
2
段
階
で
行
っ
た
後
、診
療
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

C
O
V
I
D
-1
9
と
F
l
u
を
同
時
に
検
査

す
る
に
は
、一
般
に
は
鼻
腔
拭
い
液
や
鼻
咽
頭
拭

い
液
な
ど
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、侵
襲
性

が
高
く
患
者
に
は
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
加
え
、

検
体
採
取
時
に
患
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
き
込
み

等
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、採
取
者
と
採
取
場
所

に
ウ
イ
ル
ス
が
曝
露
す
る
危
険
性
が
高
い
。

１
つ
の
検
体
か
ら
、３
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
を
同
時
に
測
定
可
能
！

同
社
は
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る
際
に
細
胞

上
の
糖
鎖
に
吸
着
す
る
性
質
を
利
用
し
、糖

鎖
を
固
定
化
し
た
金
ナ
ノ
粒
子
で
、感
染
性

の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
粒
子
の
み
を
濃
縮
し
て

P
C
R
検
査
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

本
技
術
に
よ
り
開
発
し
た
検
査
キ
ッ
ト

は
、だ
液
を
検
体
と
し
て
鼻
咽
頭
拭
い
液
と

同
等
の
高
感
度
検
査
が
で
き
る
。ま
た
、ウ
イ

ル
ス
断
片
の
R
N
A
は
測
定
し
な
い
の
で
、

回
復
期
の
患
者
に
は
、病
状
と
一
致
す
る
高

精
度
検
査
と
な
り
、早
期
退
院
が
可
能
と
な

る
等
、医
療
逼
迫
防
止
に
役
立
つ
。

本
品
は
、2
0
2
0
年
11
月
か
ら
体
外
診

断
薬
と
し
て
保
険
適
用
さ
れ
て
お
り
、新
型

コ
ロ
ナ
と
F
l
u
A
型
と
B
型
の
3
種
の

ウ
イ
ル
ス
を
同
時
に
測
定
可
能
な
検
査
キ

ッ
ト
で
あ
る
が
、ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
に
感
染

す
る
際
に
最
初
に
吸
着
す
る
糖
鎖
を
決
め

れ
ば
色
々
な
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
可
能
で
あ

り
、現
在
ま
で
20
種
類
以
上
の
ウ
イ
ル
ス
に

適
用
し
、い
ず
れ
も
高
感
度
検
出
に
成
功
し

て
い
る
。

さ
ら
に
、唾
液
採
取
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
医

師
の
監
視
下
で
行
う
こ
と
は
容
易
で
あ
る
た

め
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
の
、検
討
材
料
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

ウイルスが感染する際に細胞上の糖鎖に吸着する性質（糖鎖結合性）
を利用し、磁性分離によって、感染性のある生きたウイルス粒子のみを
素早く簡単に濃縮・精製
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受賞件名受賞者

産学官連携の好事例！
中小企業のデジタル化を地域の
英知を結集して後押し！

粕
谷
製
網
株
式
会
社
国
立
大
学
法
人 

長
崎
大
学
、公
立
大
学
法
人 

広
島
市
立
大
学
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

養
殖
業
界
に
革
新
を
も
た
ら
す
、A
I
を
活
用
し
た

世
界
初
の
樹
脂
製
亀
甲
網
の
開
発

今
回
受
賞
し
ま
し
た
優
秀
賞
は
関
係
者
皆
様

の
協
力
、ご
助
言
が
あ
っ
て
の
賜
物
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
編
網
機
の
A
I
監
視
に
よ
る
製

作
時
の
不
具
合
予
測
と
い
う
難
題
を
解
決
し
、製

作
ロ
ス
を
最
小
限
に
で
き
た
こ
と
で
品
質
の
向

上
と
共
に
原
料
高
騰
の
中
、製
品
価
格
を
最
小
限

に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
で
顧
客
か
ら
の
信
頼
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

受賞者メッセージ会社概要

粕谷製網株式会社

製品・
技術開発部門

（左上）今井 哲郎

（左）木下 純一・（左中）小林 透・（中左） リーダー 深堀  一夫

（中右）福田 洋平・（右中）瀧内 直祐・（右）市瀨 英明

優 秀 賞

所 在 地 ：

電話／FAX：
U R L ：
代 表 者 ：
設 立 ：
資 本 金 ：
従業員数：
事業内容：

推薦機関：

〒854-0037 
長崎県諫早市川内町485
TEL 0957-22-0373
http://www.kasutani.com/
粕谷 英雄
1946年5月
41百万円
72名
漁網（定置網ほか）、養殖用生
簀及び係留施設、土木資材等
製造業
一般財団法人九州オープン
イノベーションセンター
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産
学
官
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化

世
界
全
体
の
漁
獲
量
は
年
々
増
加
傾
向
で
あ
り
、

近
年
、海
洋
水
産
資
源
の
枯
渇
が
深
刻
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、養
殖
業
の
占
め
る
割
合
が
増
え
、養
殖

業
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

現
状
の
生
簀
の
網
は
、亜
鉛
メ
ッ
キ
鉄
製（
以
後
、

金
網
）又
は
化
学
繊
維
製（
以
後
、化
繊
網
）の
網
を

使
用
し
て
い
る
が
、金
網
は
錆
に
よ
る
使
用
期
間
が

短
く
、連
続
破
断（
網
の
一
か
所
が
破
断
す
れ
ば
連

続
的
に
破
断
す
る
現
象
）す
る
こ
と
、化
繊
網
は
潮

の
流
れ
に
よ
る
変
形
で
魚
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
、大

量
死
す
る
上
に
連
続
破
断
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、落
石
防
止
に
も
金
網
が
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、耐
食
性
や
錆
に
よ
る
破
断
に
加
え
、作
業
性
か

ら
軽
量
化
等
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、同
社
は
、樹
脂
1
0
0
%
の
素
材（
単

線
）を
螺
旋
状
に
成
形
し
な
が
ら
六
角
形
に
編
網
し

た
樹
脂
製
亀
甲
網
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、製
造
コ
ス
ト
、品
質
さ
ら
に
は

製
品
の
評
価
技
術
の
確
立
に
課
題
が
あ
り
、産
学
官

連
携
に
よ
り
課
題
解
決
に
挑
ん
だ
。

品
質
基
準
が
最
も
厳
し
い

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
基
準
書
に
も
認
証

撚
り
部
の
不
適
合
製
品
は
全
て
廃
棄
す
る
た
め
、

従
来
の
装
置
で
は
、製
造
段
階
に
お
い
て
、製
品
品

質
を
一
定
に
保
つ
た
め
熟
練
技
術
者
が
長
時
間（
1

製
品
の
製
造
時
間
25
時
間
の
内
、70
％
以
上
）、編
網

装
置
の
作
業・監
視
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。ま
た
、

従
来
は
熟
練
技
術
者
が
テ
ン
シ
ョ
ン
を
手
動
で
調

整
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、手
動
で
行
っ
て
い
る
た

め
、テ
ン
シ
ョ
ン
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
く
、品
質
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、熟
練
技
術
者
が
担
っ
て
い
た
役
割
を

A
I
で
解
決
す
る
こ
と
が
カ
ギ
と
考
え
、同
分
野
へ

の
知
見
が
豊
富
な
長
崎
大
学
、広
島
市
立
大
学
に
協

力
を
依
頼
し
、①
ナ
イ
ロ
ン
張
力
を
セ
ン
サ
で
測
定

し
、A
I
に
よ
る
テ
ン
シ
ョ
ン
制
御
の
自
動
化
を
図

る
と
と
も
に
、②
撚
り
部
を
複
数
の
U
S
B
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
、正
常
画
像
、不
適
合
画
像
に
分
類
し
、画

像
を
A
I
に
学
習
さ
せ
画
像
診
断
を
す
る
こ
と
に

よ
り
自
動
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、樹
脂
製
亀
甲
網
の
引
張
試
験
に
お
い
て
、

樹
脂
素
材
、亀
甲
網
の
滑
り
や
掴
み
圧
に
よ
る
潰
れ

（
端
部
破
断
）等
の
問
題
が
あ
り
、正
確
な
性
能
及
び

品
質
の
評
価
が
困
難
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、樹
脂
製

亀
甲
網
の
性
能
及
び
品
質
を
適
切
に
評
価
す
る
た

め
に
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
、試
験
治
具
の
開
発
等
を
通
し
て
、最
適
な
引
張

試
験
方
法
を
確
立
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、亀
甲
網
が
製
品
基
準

強
度
以
上
の
性
能
を
有
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、低
コ
ス
ト
・
高
品
質
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
実
績
に
よ
り
、養
殖
の
品
質
基
準
が
最
も
厳

し
い
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
基
準
書
に
も
認
証
さ
れ
、同
国

の
世
界
最
大
の
養
殖
資
材
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ク

バ
社
に
日
本
企
業
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
世
界
各
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、養
殖
以
外
に
も
軽
量
で
耐
食
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、鉄
道
や
高
速
道
路
関
係
の
落
石
防
護
網
や

地
熱
発
電
所
で
の
対
火
山
ガ
ス
フ
ェ
ン
ス
、熊
本
地

震
で
被
災
し
た
熊
本
城
石
垣
保
護
の
た
め
の
防
護

網
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
需
要
獲
得
に
向
け
、魚
礁
メ
ー
カ
ー
を

中
心
と
し
た
魚
礁
製
品
の
開
発
や
土
木
建
設
業
者

と
連
携
し
た
土
木
建
設
資
材
と
し
て
使
用
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
く
な
ど
樹
脂
製
亀
甲
網
の
利
活

用
に
係
る
研
究
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

産学官連携による中小企業のデジタル化を後押し
更に、AIを組み合わせて、歩留まりを飛躍的に向上！
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